
令和７年度第２回 

平塚市文化財保護委員会 次第 

 

       日時：令和７年１１月４日（火） 

        午前１０時から  

       場所：平塚市役所 ７２０会議室 

平塚市文化財保護委員委嘱式 

 

委嘱状の交付 

 

あいさつ 

 

平塚市文化財保護委員会 会議 

 

１ 委員長・副委員長選出 

 

２ 議事 

 

（１）報告事項 

 

    平塚市内文化財の調査について（資料１）【公開】 

 

    市指定文化財公開について（資料２）【公開】 

 

    平塚市内の文化財について（資料３）【非公開】 

 

 （２）協議事項 

 

    旧横浜ゴム平塚製造所記念館移築に係る保管部材について（資料４）【非公開】 

 

（３）審議事項 

    

 今後の文化財指定等について（資料５）【非公開】 

 

（３）その他【公開】 

以 上   



                         公 開 

 

 

 

 

平塚市文化財保護委員会 資料１ 
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令和７年（２０２５年）１１月４日 
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平塚市内文化財の調査について 

１. 平塚市指定重要文化財の現況調査                        

【確認月日】2025 年（令和 7 年）８月 11 日（月・祝） 

【所 在 地】福田寺（平塚市入野
い の

12） 

【状況確認】中嶋課長代理、五十嵐主査（社会教育課） 
【文 化 財】紙本墨画淡彩 十六羅漢図 双幅（平塚市指定重要文化財 平第 29 号） 
      紙本着色 十王図 双幅（平塚市指定重要文化財 平第 30 号） 
【内  容】 お盆に合わせ掛軸を掛けるとの情報をいただき、現況の確認を行った。 
       いずれも表装・絵画に破れ・折れはなく、良好に保管されている状況を確認

した。十王図は掛けた状態で、やや内側に反る。 
       併せて、未指定ではあるが東川斎桂山による板絵 2 面のうち 1 面を実見し

た。もう 1 面は日避けが施され実見できなかった。案内いただいた先代住職に
よれば、この板絵 2 面の他に扉 1 面に施された板絵も桂山の手によるもので
はないかとのことであった。 

 

  
写真１ 紙本墨画淡彩 十六羅漢図 写真２ 紙本墨画淡彩 十六羅漢図 
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写真３ 紙本着色 十王図 写真４ 紙本着色 十王図 

  
写真５ 紙本着色 十王図 写真６ 紙本墨画淡彩 十六羅漢図 

 
 

写真７ 板絵 写真８ 扉部 



                         公 開 
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令和７年度平塚市文化財特別公開「寺田縄日枝神社本殿」事業報告 

 
内  容  令和６年１１月２０日付けで平塚市指定重要文化財に指定された寺田縄日枝神社本殿を広く

一般に公開。普段は見ることのできない神社本殿を間近でご覧いただき、かつ専門家からの解説

を聞くことで、文化財への関心を促し、親近感を醸成し、もって文化財保護への理解や認識を高め

ることを目的とし実施した。解説では、元平塚市文化財保護委員会委員で、平成元年・２年に実施

した平塚市内寺社建築悉皆調査を担当いただいた清水擴先生（東京工芸大学名誉教授）に解

説をしていただいた。 

■開催概要■ 

日 時  令和７年１０月４日（土）午前１０時～午前１１時（ガイドボランティア協会への説明） 

午前１１時～午後３時（自由見学） 

                   うち午後１時３０分～午後２時３０分（清水先生による解説） 

場 所  寺田縄日枝神社（平塚市寺田縄１１８０） 

対 象  一般 

主 催  寺田縄日枝神社、日枝神社氏子一同、平塚市教育委員会（社会教育課） 

協 力  清水 擴 氏（東京工芸大学名誉教授） 

吉田 鋼市 氏（横浜国立大学名誉教授） 

参 加 者  ガイドボランティア協会 ： ３名 

見学者 ： ８５名 

清水先生による解説の参加者（見学者と重複） ： ６１名 

■写 真■ 

 
 

解説（清水先生） 解説（清水先生） 

  
見学の様子１ 見学の様子２ 

■取 材■  

 事前：タウンニュース 、 当日：湘南ケーブルネットワーク、読売新聞社 




